様式第２号

事　業　計　画（ 実　績 ）書

１　事業主体の概要
	団体等の名称
	
	設立
年月日
	

	代表者
	
	資本金
	

	職員数
	
	課税方法
	

	所在地
	住所
	


	
	TEL
	
	e-mail
	

	主な業務
	

	事業担当者
	総　括
	
	e-mail
	

	
	経　理
	
	e-mail
	

	
	その他
	
	e-mail
	

	直近３年間の財務データ

	
	売上高（千円）
	経常利益（千円）
	自己資本（千円）

	年度
	
	
	

	年度
	
	
	

	年度
	
	
	


（注）１　課税方法には、課税方法(一般課税、簡易課税)若しくは免税であるかを記載すること。
　　　２　事業担当者欄には、事業に関係する全てを記載すること。
　　　３　団体の定款、決算書、パンフレット等を添付すること。

２　事業の概要
	(1)実施体制

	
*事業主体の他、取組に係る事業者との関係を記載。
*木を活かす街づくり推進事業においては、建築確認申請書に記載予定の施主、設計者、施工者を記載。

	(2)これまでの経緯と取組

	
*具体的な活動実績の時期や内容等を記載。
*木を活かす街づくり推進事業においては、施主と設計者のこれまでの木造建築の実績を記載。

	(3)事業計画

	
*取組内容やスケジュール等を含めた事業実施期間全体に係る具体的な計画を記載。
*別表１の実施要件に即した内容であることを明記。
*木を活かす街づくり推進事業においては、以下の情報を記載。
　・施設名
　・建設所在地住所
　・建築物の用途、規模（敷地・延床・補助対象床面積等）
　・建築物の構造（木造、混構造）
　・木材使用計画（木材使用総量、県産木材使用量、木材使用部位（単位：㎥））
※実績報告時には木拾い表を提出
※JAS材使用の場合は使用部位、使用量
　・事業スケジュール（設計、建方工事、内外装工事、木材利用の普及啓発活動）
　　※普及啓発活動の例：構造見学会、完成見学会等
　・普及啓発活動計画（実施内容、時期）
　・建築物の設計者情報（建築士免許証の写し）
　・建築物の予定施工者情報（施工者名、代表者、住所、電話番号）

	(4)事業効果

	
*事業実施によって得られる効果を記載。
*事業実績書の作成にあたっては、別表１の実施要件に係る成果の他、問い合わせ等の実績を具体的に記載。
*木を活かす街づくり推進事業においては、県産木材の利用拡大に資する特徴的な設計内容※を記載。
※一般流通材の積極的な活用、木をあらわしで使用、CLTの積極的な活用等。


　　
３　福岡県木材利用促進事業補助金の経費の配分計画（ 実績 ）

[bookmark: OLE_LINK18]（単位：円）
	[bookmark: OLE_LINK13][bookmark: OLE_LINK17]事業区分
	事業費
	補助対象事業費
(A)+(B)+(C)+(D)
	経費の区分
	事業実施期間
	備考

	
	
	
	県補助金
(A)
	他補助金
(B)
	負担金
(C)
	その他（ ）
(D)
	着手
(予定)
年月日
	完了
(予定)
年月日
	

	

	円

	円

	円

	円

	円

	円

	
	
	

	
　
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	
	
	



